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心理学研究の再現性が必ずしも高くないことが問
題になっている

再現性の危機 replication crisis
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画像出典：http://projects.iq.harvard.edu/psychology-replications



Open Science Collaboration (2015, Science)
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心理学のトップジャーナル3誌に2008年以降刊行
された100の研究を世界各国の270の研究者が追試
 Psychological Science，Journal of Personality and Social Psychology，

Journal of Experimental Psychology: Learning, Memory, and Cognition

元論文 追試 元論文 追試

p値 (p value) 効果量(effect size)
有意の割合
95%→36%

半減



日本でも：心理学評論 再現性特集号(2016)
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 「これらの問題に対する関心は今に始まったことではないが，ここ数
年、研究者の側もこれらに対して自覚的になってきたというのも事実
だ。そこで，再現可能性，統計の問題，QRPsから研究不正まで，とい
う相互に密接に関連しあうこれらの問題に対する現状の認識と展望に
ついて，忌憚のない議論を進めるべく本特集号を企画した。」
（友永・三浦・針生, 2016, 巻頭言）

http://www.sjpr.jp/

統計学的観点をとく
に扱う・論じるのは
池田・平石(2016)
大久保(2016)
三中(2016)



再現性の議論のきっかけとなった論文
5

psiという用語は，既知の物理学的もしくは生物学的メカニズム
では説明できない，特異な情報やエネルギーの伝達過程を指す。



Bem (2011, J Pers Soc Psy)

どちらかのカーテンの背後には画像があり，どちらか
には何もない。画像がある方を当ててほしい

手続きを変えて実験を9個行い，うち8個で「有意な」
結果を得ているが，たとえば実験1は：
N=100, 1人あたり36試行
 (性的な画像12試行, ネガティブな画像12試行, 中立画像12試行)

結果，性的な画像の時だけチャンスレベルを超える
53.1%の正答率 ( t(99)=2.51, p=.01, d=.25)
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Wagenmakers & Lee (2013, Cambridge U Press)

Bem (2011, JPSP)の論文は「有意になるまで
データ収集を繰り返した」可能性がある
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Bem (2011, JPSP)の実験1～9における効果量(effect size)と標本サイズとの関係

標本サイズ

効果量 両者の相関係数
(の事後分布)



再現実験の失敗
心

もっとも原著者らはメタ分析の結果やはりpsiの効果は
あると主張中(Bem et al., 2016, F1000 Res)
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Masicampo & Lalande (2012, Quart J Exp Psych)

Journal of Experimental Psychology: General, 
Journal of Personality and Social Psychology，
Psychological Science の3 誌で2007年から2008 
年の間に報告されたp値を集計
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Legget et al. (2013, Quart J Exp Psych)
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2誌における1965年と2005年の比較



p-hacking (Simmons et al, 2011, Pscych Sci)

心理学の研究論文における一般的な（当時）報告
の基準を満たしつつ，p値を小さくする操作
結果を見ながら参加者を少しずつ足して検定を
繰り返し，有意になったところでとめる

多くの説明変数・共変量を用いて分析を行い，
有意になったものだけを報告する

行った条件や測定した変数の一部だけ報告
研究者の自由度(researchers’ degrees of 

freedom)が大きいことによる
図の捏造などとは質的に異なるかもしれないが，

科学的・社会的にみて問題のある研究慣習(QRPs)
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p値についてのアメリカ統計学会声明 (2016)

「
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177年のASAの歴史の中で，統計学の基盤的論点に
ついて学会が明示的に推奨を提示するのは初めて



事前の検定力分析・標本サイズ決定方式・効果量と
95%信頼区間の報告

補正のない多重検定の禁止
結果を見てデータ収集を停止すること，収集した項

目・データのうち一部だけ報告することの禁止
方法・結果についての字数制限の撤廃
データ公開，マテリアル公開，教示等の正確な報告
帰無仮説検定以外の統計分析の受け入れ
事前登録，追試の推奨

主要学会・論文誌の「対策」
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(池田・平石, 2016, 心理学評論)



実験水準数の操作だけで，分散説明率の効果量の期
待値を何倍にもできる。つまり「効果量ハッキン
グ」もできる(Okada & Hoshino, 2016, Psych Bull Rev)

仮説検定・p値だけが問題ではない
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実験の水準数

効果量
の期待値



プロジェクト

Open Science Framework
Initiative for Open Science

15https://osf.io/
https://opennessinitiative.org/



Psych Sci誌のオープンサイエンス論文率
2014年→2015年で何らかのオープンサイエンス

の方針をとる論文は3本/号→5本/号へと増加
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http://www.psychologicalscience.org/index.php/publications/observer/obsonline/
open-practice-badges-in-psychological-science-18-months-out.html



オープンデータの公開・入手先
Open Science Framework
各雑誌のSupplement (Psychological Science等)
Archives of Scientific Psychology (APA)
Scientific Data (Nature)
Journal of Open Psychology Data
PLoS Oneほか
PsychFileDrawer
Harvard Dataverse
UK Data Archive
Github, Figshare, Dryad
OpenfMRI
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(Rouder, 2016, Behav Res Meth)



例：Open Science Collaboration (2015, Science)
の追試データ・プロトコル
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https://osf.io/ezcuj/



統計学にできること
従来の心理学研究の多く（とくに実験研究）にお

いて，仮説は変数間の「差」や「相関」について
のものだった。たとえば，分散分析で条件間の有
意差を見いだすのが基本的なパラダイムであった。

しかし，現代の統計学的方法を使えば「現象のモ
デリング・予測」により注力することができる

例：大規模オンラインパーソナリティ調査(Condon 
& Revelle, 2015, J Open Psych Data)
従来は変数間の相関関係に大きな関心
ここでは，「参加者がいつオンライン調査への

回答をやめるのか」のモデリングに関心を向け
てみる(Okada, Vandekerkov, & Lee, in prep)
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統計学的方法は，不適切に使用されれば誤った結論
を導く。その応用上の影響は大きい
統計学者には手法の「製造物責任」もあるのでは
ASA声明(2016)は帰無仮説検定におけるp値が，

実質科学において本来持ちうる以上の意味を持っ
てしまっていることへの警鐘

オープンデータ，オープンリサーチが広がっている
メタ分析のみならず，差の有無などを調べる単純

な分析しかされていない一次研究を，理論を反映
したモデリング等のよい研究に「再活用」できる

再現性の観点からも，モデリングによる量的な予
測は，差がある／ないの二値判断より優れる

まとめ
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